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00 研 究 す る に あ た り …

一般社団法人日本エコツーリズム協会

よりご協力していただきました。

• 今回の研究でエコツーリズムの基礎的な考え方を教えてい

ただいた。(zoomでのインタビューについては私たち学生の

研究や調査の参考となるよう、エコツーリズムの考え方を

伝えてることが趣旨より遠慮してほしいとのこと）

• 会員向けの資料を提供していただき、発表の使用許可をい

ただいた。

• パワーポイントの内容について指導・添削をしていただい

た。
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01 エ コ ツ ー リ ズ ム の 定 義

環境省によると…

「自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し、学ぶとともに、対象となる地域の自然環境や

歴史文化の保全に責任を持つ観光のありかた」

日本エコツーリズム協会によると…

1.自然・歴史・文化など地域固有の資源を生かした観光を成立させること。

2.観光によってそれらの資源が損なわれることがないよう、適切な管理に基づく保護・保全をはかる

こと。

3.地域資源の健全な存続による地域経済への波及効果が実現することをねらいとする、資源の保護＋

観光業の成立＋地域振興の融合をめざす観光の考え方である。それにより、旅行者に魅力的な地域資

源とのふれあいの機会が永続的に提供され、地域の暮らしが安定し、資源が守られていくことを目的



エコツーリズムの定義01

自然・歴史・文化など地域
固有の資源を活かすこと

観光によってそれらの資源
が損なわれることがないよ
う、適切な管理に基づく保

護

地域資源の健全な存続によ
る地域経済への波及効果が

実現すること

エコツーリズムは“考え方”で、目的ではなく、“課題解決の手段”であ
る



01 エ コ ツ ー リ ズ ム の 定 義

エ コ ツ ア ー と は ？

日本エコツーリズム協会によると…

「エコツアーとは、エコツーリズムの考え方に基づいて

実践されるツアーの一形態である」

↓

で

ある https ://www.tabirai .net/act iv i ty/ok inawa/special/ecotour/ img/eco

tour_03. jpgより

エコツアー ∈ エコツーリズ
ム



01 エ コ ツ ー リ ズ ム の 定 義

グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム と は ？

農林水産省によると…

緑豊かな農村地域において、その自然、文化、人々 との交流を楽しむ、

滞在型の余暇活動のこと

⇓

エコツーリズムとの違いは…

グリーンツーリズムは農村地域 を対象としている

エコツーリズムは を対象にしている

農村地域
自然環境や歴史文

化

https ://www.maff .go. jp/ j/pr/af f/1407/spe1_01.htmlよ

り



01 エ コ ツ ー リ ズ ム の 定 義

ア グ リ ー ツ ー リ ズ ム と は ？

Spaceship Earthのサイトによると…

⇒旅行者が農場や農村に足を運び、休暇・余暇を過ごす観光形態

⇓

よってエコツーリズムとの違いはグリーンツーリズムとの違い

と同様である。

グリーンツーリズム≒アグリーツーリズ
ム

https ://spaceshipearth . jp/agr i_tour ism/ より



01 エ コ ツ ー リ ズ ム の 定 義

ま と め

エコツーリズムとは、地域固有の自然・歴史・文化資源

を保護・保全しながら、それらを生かした観光を通じて

経済 の振興を図ることで、魅力的な地域資源との永続

的なふれあいの機会を提供し、地域の暮らしの安定と資

源の保護 を目的とする観光の考え方である。

自然・歴史・文化資
源

地域

経済

資源

の保護
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02

聞いたことない、わからな

い

58%意味は知らないが言葉は知っている

28%

言葉の意味を知っている

14%

58%

28%

資料：「環境問題に関する世論調査」、平成26年のデータより作

成

エコツーリズム

の言葉の

認知度

テ ー マ を 選 ん だ 理 由 ①

日 本 の エ コ ツ ー リ ズ ム の 認 知 度 が 低

い ！



02 テ ー マ を 選 ん だ 理 由 ①

性・年代別「エコツアー」への参加意向 2018

年
男性20代

男性30代

男性４０代

男性５０代

男性60代以上

女性20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代以上

ぜひ参加したい

参加したい

参加の有無が分からないが興味がある

あまり参加したいとは思わない

参加したくない

若年層の参加意欲の高さが目立っている！

0 20 40 60 80 100

出典：日本エコツーリズム協会会報誌



02 テ ー マ を 選 ん だ 理 由 ①

全体

ある

ない

「エコツアー」の参加経験別参加意向 2018

年

0 20 40 60 80 100

ぜひ参加したい

参加したい

参加の有無が分からないが興味がある

参加したくない

エコツーリズム参加経験者はリピート意識が高
い！



02 テ ー マ を 選 ん だ 理 由 ②

自 然 環 境 の 利 用 の

促 進

愛知県は自然環境が豊富であり、それを

活用して持続可能な観光を推進できる

https ://www.pref .a ichi . jp/soshik i/sh izen/landscape.html より



02 テ ー マ を 選 ん だ 理 由 ②

愛 知 県 は 自 然 豊 富

愛知県は全国4位の植物種数

県土の約40%を森林が占めている

ラムサール条約に登録された2つの干潟がある



02 テ ー マ を 選 ん だ 理 由

こ の 研 究 の 意 義

愛知県のエコツーリズムを取り組んでいる地域に

ついて調べ、愛知県の自然や環境の良さを広めた

い

地域の自然や歴史文化の体験を通して、環境保全

や文化保全に対する理解を深める

学生ならではの視点で自分たちでプランを立てて

エコツーリズムについて広めたい

愛知県の自然や環境の良さを広めたい

環境保
全や文化保全に対する理解を深め

る

エコツーリズムについて広めた
い



03
0 3 エコツーリズムの歴史



20
出典：日本エコツーリズム協会会報
誌



03 エ コ ツ ー リ ズ ム の 歴 史

年代 内容

1991

エコツーリズム等の観光利用推進方策検討調査を実施

エコツーリズムに関する調査を開始(in沖縄)

1990後半 日本エコツーリズム推進協議会などの民間推進団体の設立が相次ぐ

2003～2004

エコツーリズム推進会議を設置

国としてエコツーリズムの推進がスタート

2008 エコツーリズム推進法を施行

エコツーリズムの普及に向けた動きが加
速

国としてエコツーリズムの推進がス
タート



03 エ コ ツ ー リ ズ ム の 歴 史

屋 久 島 が 日 本 で

最 初 に エ コ ツ ー リ ズ

ム が 行 わ れ た

日本で最初にエコツーリズムが行われた屋久

島

1990年頃から屋久島などの自然豊かな観光地

でエコツアーを実施する民間事業者が多数

日本で最初にエコツーリズムが行われたのは屋久

島

https ://yakushima-kuchinoerabu-br .com/act iv i t ies/kounin-guide/ より



03 エ コ ツ ー リ ズ ム の 歴 史

環境省による
エコツーリズムの取り組み状況

北海道：富良野・美瑛

北海道：知床

秋田：白神

新潟：八海山麓

長野：軽井沢

鹿児島：屋久島

三重：大杉谷

静岡：富士山麓

沖縄：座間味
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04 先 行 研 究 に つ い て

三 重 県 名 張 市 の 事 例

題名： 「三重県名張市におけるエコツーリズム

はは はの課題と可能性」

著者： 保坂真・河本大地（奈良教育大学）

発表媒体： 奈良教育大学紀要 第70巻 第1号

ははははは（人文・社会）

発表年度： 令和3年

https://researchmap.jp/daichi/published_papers/34281531

https://researchmap.jp/daichi/published_papers/34281531


04 先 行 研 究 に つ い て

先 行 研 究 の 概 要

名張市の取り組み

• エコツーリズム推進協議会設立

• 「目指す地域の姿」を掲げる

•
「幽玄の竹あか

り」

名張市の市章
https://www.city.nabari.lg.jp/s010/110/060/1030/2015020

50445.html より

https://www.city.nabari.lg.jp/s010/110/060/1030/201502050445.html


04 先 行 研 究 に つ い て



04 先 行 研 究 に つ い て

先 行 研 究 の 概 要

今後の展望
• 効果的な情報発信

• 環境教育の実施

• 地域住民への普及啓発活動強化

研究結果
• 地域住民の認識低下

• 観光客との関わりが少ない

• 多様な主体の連携必要

課題
• 地域住民の参加・理解不足

• 自然観光資源の活用不十分

• 他地域での展開必要



04 先 行 研 究 に つ い て

マ レ ー シ ア の 事 例

題名： 「マレーシア森林研究所における取り組みを事例に」

著者： 沼田真也・野田江里・木下万里・生亀正照・川原晋

発表媒体： 観光科学研究 第3号

発表年度： 2010年3月

参考文献：https://tokyo-metro-u.repo.nii.ac.jp/records/3501

https://4travel.jp/os_shisetsu/10382325 より

https://tokyo-metro-u.repo.nii.ac.jp/records/3501
https://4travel.jp/os_shisetsu/10382325


04 先 行 研 究 に つ い て

先 行 研 究 の 概 要

マレーシアの取り組み

• 1996年「国家エコツーリズム」計画発表

• 生物多様性の保護区と保護地域の管理や生物多様性の保全に関する啓発活動

• 国立公園の管理を通して、持続可能なエコツーリズム開発のための計画や実践

Ex)都市公園と州立公園のエコツーリズム、インタープリテーション など



04 先 行 研 究 に つ い て

• 低負荷なレクリエーション・アトラクションを活用して環境教育を提供するため

のインフラ整備を進め、エコツーリズムの推進政策の下で教育アトラクションの

提供

• ネイチャートレイルの開発、新しいキャノピーウォークウェイの開発、民族植物

学などをテーマとしたガーデンの整備を行っている

マ レ ー シ ア 森 林 研 究 所 （ F R I M ) に

お け る 取 り 組 み



04 先 行 研 究 に つ い て

F R I M に お け る 代 表 的 な ア ト ラ ク シ ョ ン 1

キャノピーウォークウェイ

• 高い木の間を吊り橋でつないだもの

• 1992年に完成し全長で200ｍほどの長さがあり、マレーシ

アで一番古い地上30ｍの高さから、熱帯雨林の高い木々で

しか見られない、生物の営みを間近で眺めることができる

※オーバーユースを避けるため、月曜日と金曜日は施設が閉鎖

され、解放日でも1日の利用人数は250名と制限されているた

め、利用においては事前予約が必要

https://ameblo.jp/laten-amerika/entry-12194221669.html より

https://ameblo.jp/laten-amerika/entry-12194221669.html


04 先 行 研 究 に つ い て

F R I M に お け る 代 表 的 な ア ト ラ ク シ ョ ン 2

ネイチャー・トレイル

⇒自然散策路のこと

• クラウン・シャイネスと呼ばれ、同例の樹木が競争し

ながら成長することで形成された樹幹のモザイク模様

や、サルやツパイなどの哺乳類の観察が可能

• 観光客の利用の他にも子供向けの教育場にもなる

https://www.pandabus.com/malaysia/-tr-KUL_FRIMPP より

https://www.pandabus.com/malaysia/-tr-KUL_FRIMPP
https://www.pandabus.com/malaysia/-tr-KUL_FRIMPP


04 先 行 研 究 に つ い て

課 題 点

• 現時点ではアトラクションとして成功してると言えるが、自然資源を持続的に利用する

ために、オーバーユースを避けるための取り組みや質の高いガイド育成とその活用シス

テムが必要

• 移入種をどのように制御、管理していくか利用者数の把握や植生調査等のモニタリング

を継続的に行っていく必要がある



04 先 行 研 究 に つ い て

メリットメリット

• 学生ならではの視点

• 具体的なプランの提示

• ｈ

• 名張市の地理的特性や

自然資源を踏まえた分

析

• 独自のエコツーリズムの

考えに則ったルールが定

められている

• 課題が挙げられているが

それに対して解決案が曖

昧

• 既存の先行研究は愛知県

以外のものばかり

↓愛知県では先行研究がない

良いところ 悪いところ 独自性

地元の愛知県で行
う
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00 私たちが考えたエコツーリズムのプラン

７：４５ 名鉄名古屋駅集合

７：５９ 特急河和行（一部特別車）に乗る

８：４０ 名鉄河和口駅到着

９：００ オレンジロード（河和口側）でハイキングスタート

９：００～１１：
３０ オレンジロードでハイキング

11:４0 ジョイフルファーム鵜の池到着 そこでさつまいも掘り＆BBQ

１３：５５ ジョイフルファーム鵜の池出発徒歩で富貴駅に向かう



00 私たちが考えたエコツーリズムのプラン

１４：２4 富貴駅で急行新鵜沼行に乗る

15:05 南加木屋駅到着徒歩で加木屋緑地に向かう

15:20 加木屋緑地到着

15:20～１７：２０ 加木屋緑地で活動

１７：２０ 加木屋緑地出発徒歩で南加木屋駅に向かう

1７：３５ 南加木屋駅到着急行新鵜沼行に乗る

１７：５８ 名鉄名古屋駅到着解散



06 私 た ち の プ ラ ン

名 鉄 名 古 屋 駅 に 集 合

７：４５ 名古屋駅に集合する

７：４９ 一部特別車特急河和行に乗る

８：４０ 河和口駅に着く



06 私 た ち の プ ラ ン

オ レ ン ジ ラ イ ン で ハ イ キ ン グ ス タ ー ト

９：００ オレンジラインでハイキングスタート

１１:３０ オレンジライン途中のジョイフルファーム

鵜の池に到着



オレンジラインの様子①



オレンジラインの様子②



06 私 た ち の プ ラ ン

ジ ョ イ フ ル フ ァ ー ム 鵜 の 池 に 到 着

１１:３０ オレンジライン途中のジョイフルファーム

鵜の池に到着

→さつまいも掘り体験＆BBQ

１３：５５ ジョイフルファーム鵜の池を出発

徒歩で富貴駅に向かう



さつまいも掘り体験の様子



地元の野菜などを使ったBBQの様子



06 私 た ち の プ ラ ン

加 木 屋 緑 地 に 向 け て 出 発

１４：２４ 富貴駅で急行新鵜沼行に乗る

１５：０５ 南加木屋駅に到着、徒歩で加木屋緑地に

向かう

１５：２０ 加木屋緑地到着



加木屋緑地の様子①



加木屋緑地の様子②



06 私 た ち の プ ラ ン

名 古 屋 に 帰 る ！

１７：２０ 加木屋緑地を出発、徒歩で南加木屋駅に

向かう

１７：３５ 南加木屋駅に到着、急行新鵜沼行に乗る

１７：５８ 名鉄名古屋駅に到着、解散 https://www.meitetsu.co.jp/library/rolling_stock/detail_exp/3300.html より

https://www.meitetsu.co.jp/library/rolling_stock/detail_exp/3300.html
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T H A N K  Y O U !

ありがとうございました！


